
*昭和62年度の図書館史セミナーは,「東京の図書館―その功罪一」というテー

マで, 9月 6日 , 7日 の両日,東洋大学で実施した。参加者は44名 であった。

*         「図書館史研究J 第四号のお知らせ

目次 特集 民主主義運動高揚期の図書館運動
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1915(大正 4)年における東京市立図書館の機構改革

とその成果について

教育会図書館の発展過程に関する一考察

戦後民衆図書館史 (一 )

「第四回図書館史を考えるセミナー」

報告者 山口源治郎 宇治郷毅,石塚栄二
,

セミナーでの総括討議

会員割引については,定価1,800円が1,280円 になります。申し込み方法は,

803-763-5241,ま たは葉書(0143東京都大田区大森北1-23-8,第 3下川ビル,

日外アソシユーツ,営業本部宛)で会員であることを明示して申し込んでくださ

い。なお,送料は冊数にかかわらず200円です。是非お買い求めください。

*昭和61年度のセミナーについて,発表者のまとめと,討論の概要が上記『図書

館史研究J第四号にでていますが,河井弘志氏の発表の報告は上記雑誌に掲載で

きませんでした。そのため,ニ ュースレターに,今回も含め2回連載にすること

にしました。

運営委員会報告 9月 6日 (日 )午後 7時から8時まで,東洋大学で開催。出席

は,宇治郷毅,石井敦,工藤一郎,油井澄子,是枝英子,鮎沢修,常盤繁,山口

源治郎,川崎良孝,阪田蓉子.おもに,『図書館史研究」の状況と,IFLAか ら要

請されている国際的な図書館史研究者の名簿の件(別掲 )について検討した。

次回の運営委員会は,10月 10日 (土 )夕刻から。
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*IFLA図書館史ラウンド・テープルからの名簿の件について、

前回のニュースレターで報告したように,名簿に記載する詳細がかなり事務量

を伴うものであるため,さ らに検討することにしていた。今年の夏のIFLAの大会

に,阪田が出席し,直接担当者と話し合った。それによると,現在すでに,カ ナ

ダ,デ ンマーク,マルタ,ア メリカ:イ ギリスЪオーストリア, ドイツ,オ ース

トラリア,フ ランスなどぅ14か国の名簿が揃っているとの報告を得た。また,来

年のIFLA大会にあわして,とにかく第一版を出すという回答もえた。以上のこと

を踏まえ,当研究会として,こ の企画に協力することを,再度運営委員会で確認

するとともに,当研究会の事務局の能力に合う範囲で最善を尽くすことにした。

同封の葉書に以下の要領で記入し,返送していただくと幸いです。

① 氏名,  事務局のほうでは読み方がわかりませんので,すべてローマナ

イズして下さい。

②所属・職位。所属については,英語あるいはローマナイズでお願いします。

職位については,英語あるいは日本語いずれでも結構ですが,

できるだけ英語で,お願いします。

③所属先住所 すべてローマナイズして下さい。

④興味分野  英語でも日本語でも結構ですが,で きるだけ英語で,お願いし

ます。

以上①から④までは,最低限」́必要な事項です。⑤はオプションです。

⑤その他   図書館史についての,各自の論文,単行書を記入して下さい。

点数は最大限二点まで。

「図書館学会年報J F図書館界Jは じめとして,英文のタイト

が付いているものについては,な るべくそのタイトルを記入し

て下さい◆また,発行年,発行所,発行地,巻数,ベージなど

論文の引用で示す要領で,記入して下さい。

単行書,その他,英文のタイトルがない場合,も ちろん英文タ

イトルをつけていただくとありがたいですが, 日本語のままで

も事務局の方で,翻訳します。

注意 日本語で書かれたものについては,阪田と川崎が翻訳します。当該会

員の期待にそえる訳ができるかどうかわかりませんが,日本語で記入

される方は,両者に御一任くださいますよう。

締切 10月 20日 (必着 )

(文責 川崎 良孝 )
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ドイツ近代公立図書館思想の特質と英米からの影響

、                        河井弘志

ヶ―クバイン (Paul Kaegbein)の 研究によって明らかにされたように、ドイツの公

立図書館の歴史は、 14世紀の東方ハンザ自由都市に現われた参事会図書館 (Rats―

bibliothek)ま でさかのぼる。
1)しかしそこにはまだ、近代公立図書館を支える幅

広い利用者が存在しなかった。カールシュテットによれば、 16世紀の宗教改革によ

ってようやく一般民衆の読書要求が形成されたという。
2)けれども実際には、参事

会図書館の利用者は上居教養市民にかぎられていた。一般民衆に利用される、公費経

営:公開、無料の、英米型近代公立図書館が成立したのは、英米と同様、 19世紀中

葉であり、しかもそれには英米の図書館思想の影響があった。

チャプラン(Margaret Chaplan)は 、ドイツ公立図書館史には、アメリカから強い影

響をうけた 3つの時期があったという。第一期は 19世紀中葉のラウマーによるアメ

リカ思想の導入、第二期は、 19世紀末の図書室運動 (Buecherhallenbewegung)、 そ

して第二期は第二次世界大戦後のアメリカ記念図書館(Amerika― Gedenkbibliothek)設

立である。
3)今われわれが問題にしているのは、この第一期のアメリカ思琴導入で

あるが1影響力の範囲を英米に拡大すると、これよりもう少しさかのぼる必要があろ

つ。

いっぼうラングフェル ト(JOhannes Langfeldt)、 ミルプ ト(Karl― Wolfgang Mirbt)

、タウアー (W01fgang Thauer)ら の書いたドイツ公立図書館史によると、近代公立図

書館思想史は、シユテフアーニ (HcinriCh Stephani,1761-1850)と フォン ◆マッソウ

(Julius Eberhard Wilheltt Ernst von Massow1 1750-1816)を もって始まったとされ

ている。彼らは国民啓蒙の一手段として、読書と公立図書館サービスの意義を評価し

、国民教育制度のなかに公立図書館を位置付けたが、その思想的背景にはフランス革

命の国民教育思想が存在したという。
4)

これらの諸説を参考にしながら、筆者はこ

えるために、プロイスカーとラウマーという

想の影響を考察することにしたい。

こでは、英米の直接的影響に限定して考

2人の開拓者の公立図書年観への英米思

K.B.プ ロイスカー(Karl Benjamin PreuSkeri 1786-1871)

ザクセン王国のオーベルラウニッツ地方出身のプロイスカーの家庭は、平凡な亜麻



織工であったが、父親は布地の行商をはじめ、西はフランクフルト・ アム ◆マインま

で幅広く商売し、かなりの産をなした、立身出世型の人物であった。資本主義の発達

のおくれた ドイツの当時に典型的にみられた、問屋制家内工業式の事業家 ◆資本家と

ぃぇょぅ。
5)シ ュラーデバッ)わつぎの記述をみると、マックス ◆ウェーバーのい

わゆるプロテスタント近代資本家のタイプをも思わせるものがある。

「 簡素な生計、素朴な信心、実直な善行、休むことをしらない勤勉が、当りまえの

ことになっていた。」
6)

しかしプロイスカーは父業を継ぐことを好まず、ライプツィッヒ、ブラウンシュヴ

ァイクに出て書店に勤務、_と くに後者のカ ンペ書店では、_人道主義者の店主のおこな

う読書会に加わ り、読書 。書評活動に励み、これが彼の一生を決定することになった

。ナポレオン戦争がはじまるとザクセン軍に身を投じてフランスに行き、占領地リー

ルでも読書会 (lesezirkel)を行った。
7)1817年 に除隊してザクセンに帰ると

、グローセンハインに王宮会計官の職を得た。木務は王料地の地代徴収などであった

が、寡婦・ 孤児扶助金庫を開設して、公益事業もすすめた。

この頃、イギリスのベンサム主義者であり、バークベックの友人であった政治家ブ

ルーム (Henry BrOugham,1778-1868)の書いた労働者教育論『 人々の教育についての

実際的考察 』が独訳された。
3)木

書を読んで啓発されたプロイスカーは、ザクセン

総合技術協会 (Polytechnischer Verein fuer Sachsen)の 地区支部長に選ばれたのを

機に、新聞や雑誌に投稿して、労働者教育の必要を訴えた。 1829年 には、工場主

、仲買人、聖職者、騎士領主、職人などの支援を得て、日曜学校 (SonntagsSchule)

開設を実現 した。
9)

一方、 1828年 10月 に、ライニガー (D.E皿 1l Reiniger)の 提唱により、地域の

右識者が協力して図書館設立の計画がおこされ、プロイスカー、副校長、市会議員な

ど多くの人々の寄付に支援されて、市立学校の 2階に学校図書館 (Schul― Bibliothek)

が設置された。運営のために 9人の委員がおかれ、プロイスカーもその一人として議

事録作成、 日録作成などの任務にあたった。当初その蔵書は寄贈書 132冊 、週一回

1時間開館され、利用は無料であった。4年後には蔵書は780冊 にふえたが、貸出

しは400冊 にとどまった。
1° )

プロイスカーはこれに満足せず、 1833年 に市立図書館 (Stadtbibliothek)に昇

格させた。とはいえ当初は市は全然金を出さず、財政支出するようになったのは 18
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50年代に入つてからのことである。したがつて蔵書は寄贈によって増加するだけで

、図書館業務も奉仕労働によらぎるをえなかった。図書館は毎日曜 日 14:00-15:00に

11)そののちプロイスカーは一時間覧料 (

開館、毎回20-30冊 の貸出しをみた。

Lesegeld)を 取ったが、利用が減少したために再び無料制に復した。 1851年 には

蔵書は3000冊 、貸出しも4781冊 をかぞえた。・
2)

プロイスカーの市立図書館はザクセン全域に知れわたつた。彼自身も普及のために

公共図書館論を執筆した。これが _Ueber oeffentliChe,Vereins― ,und壁 lVat― Bibli

otheken, sO Wie andere Salllllllungen, Lesezirkel und Verwandte Gegenstaeng£
,mit

型 墜 埜 三 二 」 二 」 堕 豊 聖 壁 rstand;uSW。 2 Bde。 (Leipzig:HinrichS,1839-40)で

ある。木書の出版にはザクセン政府から出版費補助がだされ、またプロイセン大臣ア

ルテンシュタインも本書を紹介、郡会をつうじて各市参事会に読ませるよう勧奨した

。
13)そ の第 1巻が市立図書館論 Ueber Stadt― Bib110theken fuer den Buerger―

stand,deren Nuetzlichkeit,Gruendungs― und AufstellungSart,uSW。 である。

プロィスカーのいう市立図書館 (StadtbibliOthek)と は、

「市の住民の大多数 (す くなくとも図書を利用する教養人)が、無料で利用するた

めに設けられた蔵書」
14)

である。すなわち、自治体によって設立経営される、無料、公開の図書館である。こ

こには公共財源の支出については何ものべられていないが、それは当時のグローセン

ハイン市立図書館がまだ公費支出をうけていなかったためであろう。いつぼう、市立

図書館の財源の項では、基金の金利 (Zinsen)、 国庫補助 (StaatSZuschuss), 自治

クト右有らな (ZusChuss VOn

などをあげている。
15)

GemeindecasSe), 法人 `団体の寄付 (Beitraege)、 個人寄付

これにたいして、閲覧料 (Lesegebuehren)に ついては「いか

なることがあつても、市立図書館が個々の図書にたいして閲覧料を求めることは許さ

れないように思われる」と、厳しく排除している。なぜなら、閲覧料は市立図書館を

午普通の貸木屋に堕落させてしまう」し、金のない人達から読書の機会を奪うことに

なるからである。強いてとるとすれば、金のある利用者から、自由意志で、しかも年

会費 (SubsakriptiOn)を 納入させればよい。
16)こ こには公費経営、無料利用の原則

が確立されているといつていい。

彼はまた、「公立図書館」の「 2つの利点」として、良書を選ぶことにより、貸本

屋による悪書普及の害悪を防ぐこと、および、無料で図書を提供して、財産のない人



達にも職業や生活に役立つ読書の機会を与えること、をあげている。
17)公立図書館

が、貸木屋の提供する低俗書の害を防ぐ機能をはたすという期待は、どの国でもみら

れた。これは公共機関による民衆啓蒙の思想といえよう。下層民衆に無料の読書施設

をという思想は、彼が寡婦 ◆孤児扶助金庫を設立したことと無縁ではあるまい。

ところで、プロイスカーの眼を成人教育へと転 じさせたイギリス人ブルームは、前

記の著書において、労働者教育の重要性を説き、労働者にも購入して読める、安価で

わかりやすい図書の出版の促進、教区図書館、農民図書館、巡回図書館の設立、読書

会 0討論会の開催、労働者を対象とする講義の開講、そのための教育館の開設、職工

学校の設立、などを訴えた。しかし彼はこれらを公立機関として考えたのではない。

労働者達が読書や講義から受けるものの大切さを自覚するために「 その計画によって

利益を得る人 々によって支払われることが、絶対に必要である」という。
18)こ れは

むしろ彼の尊敬 してやまなかったフランクリンが作った団体図書館に通ずる思想であ

り、無料制の理念もここにはない。

プロイスカーに影響を及ぼしたもう一人の人、シュテフアーニは、「 公教育」

(oeffentliche Erziehung)の 一端として「国家公務員図書館」「市立図書館」「 村立

図書館 」の 3種の「公立図書館」(Oeffentliche Bibliothek)の設立をもとめて、公

立の教育機関という側面を強調したが、無料の原則は特に示されていないようである

。
19)シ ュテファーニの影響もそれほど大きいものであったとは考えられない。

しからばこの 3者に共通するものは何か。それは、社会の上層ではなく、下層の民

衆、労働者階級に読書の機会を提供しなければならないという、使命感である。ブル

ームとシュテファーニが、下層民衆の教育 ◆啓蒙を主要課題としたことは、あらため

ていうまでもない。プロイスカーは、プロイセンの伝統的な Stadtbibliothek が学

者・ 教養市民のためのものであったのにたいして、これからは職工や労働者が利用で

きる図書館こそ必要であることを説いた。
20)こ の一般民衆への読書の機会の提供こ

そ、近代公立図書館の重要な特性であり、プロイスカーは特にブルームからその思想

を受け継いだのである。移動図書館に関する論述の脚註にブルームの itinerating

Hbrarie 論を参照したのもその一である。
21)

しかし彼 らは、ただひたすら民衆のためのみを考えて、彼らの読書の条件を整備し

ようとしたのではなかった。ブルームは 1819年 の「知識弾圧法 」にたいするジョ

ン・ ラッセルの抗議を引用しながら、「他のあらゆる著作と同じように、政治的著作



が、安価な形で、また分冊で、出版されてはなぜいけないのか」と問いかけ、「人々

がこれ らの [政治経済上の ]議論に参加するのをみとめること、あるいはむしろ参加

させることは、社会にとって安全であるだけでなく:も っとも有益である」と、労働

者が政治にかんする図書を読むことを、積極的に認めている。
22)資木の力によって

労働者を収奪 し、労働者の反抗は権力によって弾圧しようとする初期資本主義の労務

管理法 とはちがって、労働者をも充分に啓蒙教育し、資木家にたいして理性的に対処

する労働階級に変えようとする、高度資本主義的労務管理の意図が、ここには読みと

れる。読書クラブの結成を勧める項で、クラブが反権力運動を引き起こすのを警戒 し

て、クラブのメンバーには「不穏な人はだれも認められない」と釘をさしたのも、そ

のためである。
23)ベンサム主義者、Philosophic Radicals と呼ばれたブルームの

後継者たちが、PubliC Libraries Act 制定運動の過程で、公立図書館を作れば、「

最も安い警察を提供する」ことになると証言したことは、周知の事実である。こうし

た見解が、機械破壊運動やチャーチス ト運動を契機として形成されたことも、饒舌す

るまでもない。

プロイスカーによれば、無知、粗野、貧困は、不道徳、犯罪、公共の秩序をみだす

もとになる。
24)大衆の貧困化がすすみ、公共の治安 (oeffentliche Sicherheit)が

危険にさらされてきたので、民衆の公徳心を養って、社会秩序を維持しなければなら

ない。
25)下層民 (nidrige s taende)に 読書を普及するのは、国にとって損失であ

る、とする意見もあるが、それは誤っている。「真の図書普及と真の啓蒙は相たずさ

えて進むものである」。公立図書館で良書を厳選して提供すれば、貸木屋の貸与する低

俗な図書のおよぼす悪影響をふせぐこともできるし、「消化不良の政治バンフレット

に手を出す 」こともなくなるであろう。
26)プロィスカーが本書第 2巻を刊行して 4

年後に、グローセンハインを含むシュレジエン地方に、ドイツ労働運動史最初の大規

模な織エー揆が発生し、紡績工やサラサ織工が問屋の倉庫、邸宅、フインケラーを襲

撃破壊 し、ザクセンの軍隊が出動し、 11名殺害、 100名 逮捕 となってようやく終

結するという事態が起こったことを考慮すると、上にみたようなプロイスカーの思想

を生んだ土壌を理解することができるであろう。
27)

公立図書館や読書普及を治安維持手段とみなすこれらの思想は、 19世紀中葉の各

国の公立図書館運動に共通する思想であるが、この共通性を、たとえばブルームの思

想をプロイスカーがとりいれたという、思想伝播の結果と解釈す るのが正しいかどう



かはわからない。筆者はむしろ、各国の資本主義に共通する社会状況が存在し、その

対策が強く求められているとき、ここにみるような思想家達がそれぞれJ繭芽的にこ

のような思想を抱懐し、著作を通じて相互に確認しあった過程と考えるべきではない

かとおもう。
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